
 

おわりに 

 
印旛沼について振り返ってみると、現在の印旛沼は大きな転換期を迎えていました。印

旛沼は天然の形から人工の貯水池になり、その流域は古代から続く古村の人々の管理する

ところに住宅団地のような新しい人びとが住むようになり、都市化の波が押し寄せていま

す。人が印旛沼に求める事柄も時代とともに変わってきています。 

人は誰でも昔の苦労を忘れ、懐かしい思い出を美化する傾向があります。そのまま飲め

るほどきれいな水を湛えた印旛沼に船を浮かべて泳いだり漁をして楽しみ、静かで美しい

心癒される景色を眺めるなど、昔の懐かしい思い出は次々と浮かんできます。印旛沼は、

確かに思い出にあるような恵みをもたらす沼でした。しかしその陰に恐ろしい洪水被害が

ありました。印旛沼の水は悪水であって、隣接する水田の灌漑用水にも利用できませんで

した。 

貯水池となった現在の印旛沼は、洪水被害がなくなったばかりでなく、水害の原因とな

る悪水を水田の灌漑用水に使い、さらに、印旛沼流域や東京湾沿岸地域の水道水・工業用

水に使うことに成功しました。今や印旛沼は、安全で人の生活に不可欠の水資源を生み出

す沼に生まれ変わりました。その反面で水質は悪化し、昔の思い出にある親水性に富んだ

数々が損なわれています。この弱点の部分こそ、現代の人々が求める最大の事柄です。印

旛沼の課題は、思い出にある数々の良さを復活させ、貯水池になって新たに開発された水

を量質ともに良質な状態に保つことにあります。この課題を克服してはじめて本当の恵み

豊かな印旛沼になることでしょう。印旛沼流域水循環健全化会議の目指す「恵みの沼をふ

たたび」とは、このことを指しています。 

印旛沼の水源地をみると、そのすべてが人の生活圏です。昔から住む古村の人々は、住

んでいる土地から生じる食糧・資材を生活の糧にして、土地・自然と共に生きる関係を保

ちながら生活してきました。結果として生活圏でありながら水量・水質ともに良好な水源

地の性格を保ってきました。現在は、土地・自然から離れて単に「土地」という空間だけ

を求めるところが増えています。このような土地は地表面が固められて、雨水が地表の土

壌に吸収されて地下水となり、湧水となってゆっくりと流れ出して河川湖沼の水源になる

という、従来からあった水源地にふさわしい水循環を損なう恐れがあります。その上、生

物の生育生息地としての性格をも損ないかねません。人が楽しく住みながら良好な水源地

の性格を保つことが求められています。 

どんなに印旛沼や世の中が変わろうとも、変わらないものがあります。印旛沼は急速に

老齢化する浅い湖沼です。そのために沼の水は富栄養化して植物プランクトン（アオコ）

の発生しやすい状態にあり、沼の生物生態系が崩れるとアオコが異常発生して水質を汚濁

する危険性があります。その流域は火山灰土壌に覆われた洪積台地であり続けます。温暖

で湿潤な気候に恵まれています。 

昔から住む古村の人々は、湿地の文化を身に付けて現在も健在です。そして湿地の文化

は日本人の底辺を流れる日本文化と相通じるところがあります。しかも印旛沼周辺には、

立派な古代の文化文明の栄えた歴史があり、干拓開田で培った強靭な干拓精神があります。 

幸いにして、印旛沼の流域は、水源地に適した地形地質的特性・気候を備えています。

地域の歴史・文化がそれを後押ししています。しかも水環境・水循環の健全化に取り組む
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ボランティア団体が各地で活動をはじめています。千葉県では、印旛沼流域水循環健全化

会議が中心となって活動しています。行政も学際的分野の方々もこれに積極的に取り組ん

でいます。これらの活動は、都市化の進行する人の生活圏だけを水源地として十分な水資

源を確保するという世界でも稀有な社会実験でもあります。この実験の成功する鍵は、産

官学民が一体となって印旛沼とその流域の個性――立地条件・人の歴史的性格を踏まえて

全流域で水環境保全活動を展開し、そこに住む人々が水と生きものにやさしい生活習慣を

身に付け、湿地の文化をさらに発展させた印旛沼文化ともいうべき水文化を築くことに係

っています。印旛沼とその流域の水環境保全活動が実を結び、印旛沼から自前のおいしい

水を褒美として頂戴する日の来ることを期待します。都市用水の確保に悩む世界の人々も、

この実験の行方を注視しています。  

本書で述べた事柄は、印旛沼流域の多くの方々から生の声をお聞かせいただき、印旛沼

流域水循環健全化会議関係の皆様のご協力を得て、大学をはじめとする行政を含めた専門

家の方々から貴重な資料と学際的な裏付けを頂戴しながら、私見を交えてまとめたもので

す。特に千葉県水質保全課・同河川環境課の皆様、流域市町の水関係の皆様、千葉大学・

千葉工業大学・多くの大学の皆様、（財）印旛沼環境基金の皆様、印旛沼流域の各ボランテ

ィア団体の皆様から資料とご助言を頂戴しました。皆様に心から感謝申し上げるとともに、

本書が印旛沼流域の方々に読まれ、自信と誇りをもって印旛沼とその流域の水環境・水循

環の健全化に寄与することを願ってやみません。  

なお、本書のうち第 12 章生物生態は中村俊彦氏の執筆によるものです。付記して御礼申

し上げます。 
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